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NPO水辺基盤協会では、霞ヶ浦の湖岸清掃（※）をしています。
始まりは1995年、釣り人によるゴミ拾いイベント「霞ヶ浦クリーン大作戦」

の開催でした。このイベントを行うにあたり拾ったゴミの処理の難しさ。という
壁が立ちはだかりました。何トンにもなったゴミの産廃費用は、数人がお金を出
し合うだけではとても賄いきれないので、１人千円をゴミ拾い参加者に支払って
もらうシステムにして、拾ったゴミを最後まで責任を持って処理する活動とした
のです。地道な活動により、現在では行政からの協力も得られています。

コロナ禍で活動自粛が続いていましたが、このたび開催することができました。
○11月7日(日)「53Pick Up! 秋の陣」参加者 324名、2,270kg を回収
○11月27日(土)「防塵挺身隊」参加者 26名、可燃ゴミ(45L袋) 83袋(ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

500本を含む)、不燃ゴミ(45ﾘｯﾄﾙ袋) 15袋(缶 12 と 瓶 3 を含む）

粗大ゴミ(冷蔵庫1台､ﾀｲﾔ 8本､ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ 1台) などを回収
ゴミ拾いだけではなく、

釣りを後世に伝えるために、子ども釣り教室
霞ヶ浦を水草が繁茂する湖によみがえらせるための、

水生植物基金も行っています。 https://www.npo-mizube.jp/ 53Pick Up! 秋の陣 の様子

令和４年の年頭にあたり、謹んで新春のご挨拶を申し上げます。昨年８月から広報誌（創刊号）を発行し、
今回で第５号となります。霞ヶ浦導水事業に関して、少しでもご理解いただければ幸いです。今後も、事務所
の事業の紹介だけでなく、関連する地域のイベント情報などもお知らせしてまいります。
引き続き、地域の皆様のご理解・ご協力を得ながら事業を進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

ＮＰＯ水辺基盤協会 代表 吉田 幸二 様 に
「霞ヶ浦に対する思い、湖岸清掃の取組、霞ヶ浦導水事業への期待」を伺いました。

僕が霞ヶ浦に移住して30年になろうとしています。東京からこの地に移住したの
は、ただ単に毎日魚釣りがしたいという我が儘な願望でした。我が国でバスボートを
操船して、気持ちよく釣りのできるのが霞ヶ浦でした。この非日常的な感動や魅力を
より多くの人に伝えたい。そんな気持ちが沸いてくる宝のような水域が霞ヶ浦です。

30年ほど前は、どこでも簡単にバスが釣れました。しかし、年々霞ヶ浦の魚は釣れにくくなり、水の状況も
よくなりませんでした。その原因の一つが湖岸に捨てられているゴミや、漂着したゴミだと考えるようになり、
清掃活動を始めました。
また、写真を撮るたびに映り込む背景が漂着ゴミでは、釣れたバスや魚たちに申し訳ない気持ちでした。「釣
り場のゴミをなくそう！」釣りの仲間たちとスタートした清掃活動が26年も続いているのは、釣りという楽し
みを僕たちが共有しているからではないでしょうか。

2007年頃から導水事業に興味を持ち、霞ヶ浦導水の工事現場見学や北千葉導水の見学に行きました。また、
2017年から霞ヶ浦の植生浄化施設をお借りして、動く水の実験をするようになって、動く水の重要性を認識
しました。霞ヶ浦の水が年に3回動くようになるのは、霞ヶ浦の浄化や生物多様性にとって大きな力になると
思っています。

NPO水辺基盤協会 吉田代表

今年最初となる本号は、キレイな霞ヶ浦を目指している団体「NPO水辺基盤協会」を
紹介します。

（※当事務所職員も、霞ヶ浦の湖岸清掃に参加しています）

https://www.npo-mizube.jp/


配布時間：
・平日8:30～17:15
配布場所：
・霞ヶ浦導水工事事務所
・那珂機場

導水カードも配布
しています！
配布先はこちら↓

新型コロナウイルスによる感染者数が減少傾向になり、各地でイベントが開催され外出の機会が増えてきました。当事務所
では、霞ヶ浦のゴミ拾いイベントに参加しました。ポイ捨てレベルではない家庭ゴミもたくさんあり驚きました。美しい
霞ヶ浦を取り戻すのには時間が掛かると思いますが、清掃活動の重要性を感じました。
最後にこの場をお借りしてご協力いただきました皆様には心より感謝申し上げます。

編集後記

産業まつりの様子

★空のえき「そ・ら・ら」★ （茨城空港に隣接）

http://sol-la-la.city.omitama.lg.jp/
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